
12月の
あなたの運勢
占い師 モナ・カサンドラ

12

どのような、お子さんですか

寛樹くん：優しくて頑張り屋

直人くん：甘えん坊でマイペース

お気に入り

寛樹くん：ポケモン、マインクラフト

直人くん：虫、魚、動物

好きな食べ物

２人とも果物、めん類、ピーマンが好き

みらいコミュニティ

津軽みらいの

わらしっ子

水瓶座
1.20▶2.18

★全体運★やりたいことをやるには課題が多そうですが、希望の光も見えています。耳の痛い話もきちんと聞くと状況が好転
★健康運★質の良い睡眠のために枕や布団を大研究すると◎
★幸運の食べ物★セリ

平川市金屋

小野　寛
ひ ろ き

樹 くん（６歳）

　　　直
な お と

人 くん（３歳）

小野 寛将さん・郁子さん　夫妻の子供
組合員名：小野 智栄さん

文
芸
の
広
場

投
稿
さ
れ
る
皆
様
へ　

短
歌
、川
柳
な
ど
毎
月
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
応
募
用
紙
と
同
じ
住
所
へ
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｊ
Ａ
津

軽
み
ら
い
文
芸
広
場
宛
）ま
た
、読
み
づ
ら
い
漢
字
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
お
願
い

し
ま
す
。次
回
は
１
月
に
掲
載
と
な
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■津軽みらいのわらしっこ募集中！
お子様・お孫様の写真を広報誌に掲載しませんか？
　写真掲載のご希望は、☎0172-44-6081（総務課：広報係）へ
お気軽にご連絡下さい。
●掲載条件　・年齢は０歳～ 12歳（小学生まで）
　　　　　　・原則当ＪＡの組合員または准組合員のご家族であること
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